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保健師



業務紹介
保
健
福
祉
部
（
令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
）

保健福祉総務課 保健福祉事務所・保健所(5)

社会福祉課

医療政策課

県立病院再編室

医療人材対策室

長寿社会政策課

健康推進課

疾病・感染症対策課

子育て社会推進課

子ども・家庭支援課 子ども総合センター、児童相談所(3)、
女性相談支援センター、さわらび学園

障害福祉課 リハビリテーション支援センター

精神保健推進室 精神保健福祉センター

薬務課

国保医療課

（令和5年5月1日時点）
保健師数 130人



特徴：広域的で専門性の高い業務
○難病や結核等の療養者、
精神障がい者等の相談・支援

○市町村や医療機関等と連携した
地域ケアシステムの構築

○感染症発生時の疫学調査や保健指導
○思春期ひきこもりやアルコール関連
の専門相談

○医療施設等に対する指導監査 等

出典：県内自治体保健師活動紹介ガイドブック

業務紹介



 出身 ：宮城県仙台市
 入庁までの経歴：H28.3月 県内大学卒業 → H28.4月 入庁

入庁後の異動歴（現在入庁9年目）
H28.4月～ 仙台保健福祉事務所（塩釜保健所）岩沼支所

地域保健班：感染症対策、結核対策、難病対策など

H31.4月～ 気仙沼保健福祉事務所（気仙沼保健所）
疾病対策班：感染症対策、結核対策、難病対策など

R2.4月～ 疾病・感染症対策室
感染症対策班：結核対策、新型コロナウイルス感染症対策など

R3.4月～ 新型コロナ調整室
宿泊療養施設調整班：宿泊療養施設の運営管理など

R4.4月～ 仙台保健福祉事務所（塩釜保健所）
母子・障害第二班：ひきこもり支援、管内市町と連携した母子保健体制整備、にも包括構築など

自己紹介



 なぜ公務員？

保健師の最もベーシックな勤務先が「自治体」だと考えたから。

 なぜ宮城県庁？

保健所業務（特に感染症対策）に関心があったから。

地元では「宮城県」と「仙台市」という選択肢があったが、

自らの住まいを管轄する自治体と勤務先を別にしたかった。

志望動機



これまでに担当した業務の紹介
塩釜保健所岩沼支所～気仙沼保健所（H30～H31（R1））



これまでに担当した業務の紹介



これまでに担当した業務の紹介

出典：県公表資料「新型コロナウイルス感染症の発生状況及び対応状況について」

みやぎアラートの

検討・運用

R2.7.13～11.4

宮城県感染制御チーム

派遣

R2.9～不定期

疾病・感染症対策室（R2）

健康相談窓口

（コールセンター）

R2.2.4～



これまでに担当した業務の紹介

出典：県公表資料「新型コロナウイルス感染症の発生状況及び対応状況について」

医療調整本部における

入院等調整

R2.12.10～

新型コロナ調整室（R3）

宿泊療養施設の

設置・運営

R2.4.16～



現在の担当業務の紹介

06:50 起床

07:30 出発

08:30 出勤

09:30 家庭訪問（精神疾患を持ち通院しながら地域で生活する方とその家族）

11:00 関係機関と電話で情報共有

12:00 休憩（デスクで作り置きのおかずを詰めた弁当を食べたり、仮眠をとったり、同僚と会話したり‥）

13:00 ひきこもり・思春期こころの相談準備 ➡ 13:30 開始

16:30 報告書作成

17:30 （デスク周りを整頓して）退庁

18:30 帰宅

23:30 就寝

ある１日のスケジュール



仕事をする上で心がけていること

保健所は地域の健康危機管理の拠点

○感染症発生時の疫学調査、保健指導

○警察官通報等を契機とする措置入院の運用

○災害時保健活動（他自治体に向けた公衆衛生活動チームや

健康危機管理支援チーム（DHEAT）の派遣を含む）

○その他、公衆衛生を脅かす事態への対策

（新型コロナウイルス感染症、高病原性鳥インフルエンザなど）

虫の目・鳥の目・魚の目
アサーティブ

コミュニケーション



宮城県職員の魅力

職場内外で様々な人材と交流し、知見がひろがる
広域的な人事異動があるから、毎年新しい雰囲気で働ける

多様性

ワークライフバランスを支える
休暇・休業制度（部分休業、短時間勤務など）や福利厚生制度

WLB

「みやぎ人財育成基本方針」や
「宮城県保健師育成プログラム」に基づく現任教育体制

人材
育成



私の公務員試験対策

得意分野を見極めて
さらに強化する

時事問題を把握する

集団討論を重視
「何を話すか」よりも

「どう聞くか」

‥‥国家試験対策も計画的に



先輩職員からのメッセージ

－宮城県の保健師の活動は以下でも紹介されています－

◆宮城県人事委員会事務局総務課任用班ホームページ ◆宮城県医療人材対策室看護班ホームページ こちらこちら

入庁後、学生時代に得た知識や技術は次々と過去のものになり、果たして自分が現場で職務を果たせる

のだろうかと不安を抱えていました。しかし、自分が県民の人生に寄り添う仕事をしていると気付いてから、

これまでのあらゆる経験＝「私」の人生を今の職務に役立てられると考えるようになりました。先輩の熱心

な指導のもと、後輩から刺激を受け、同期と励まし合いながら、単なる知識や技術だけでなく「私」の全て

を活用して日々の地域保健活動に取り組んでいます。

そうして県民の皆さんのほっと安心した表情を見られたとき、宮城県の明るい未来を願う人々と出会い、

ともに危機を乗り越えたとき、保健師としてこの上ないやりがいを感じます。

これからも多様な経験を持つ仲間たちと刺激し合いながらたゆみなく成長していきたいと考えています。

～私たちの仲間になって一緒に働きませんか～

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/iryoujinzai/hokenshiprdougamiyagiken.html
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/zinziiinkai/bukyoku-syoukai-hokenshi.html

